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[お詫びと訂正]12月号の表彰の「中学生税の作文コンクール」について誤りがありましたので、お詫び申し上げるとともに、
次の通り訂正いたします。

東京納税貯蓄組合総連合会優秀賞 〇〇〇〇さん（3-4）
東京納税貯蓄組合総連合会奨励賞 〇〇〇〇さん（3-3）

部活動などの表彰

≪読書感想文、ポスターコンクール、標語など≫
荒川区読書感想文コンクール
佳作 〇〇〇〇さん(3-2)、〇〇〇〇さん(2-3)、〇〇〇〇さん(1-2)

令和4年度歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール
佳作 〇〇〇〇さん(3-3)

令和4年度薬物乱用防止コンクールポスターの部

地区会長賞 古川 琉斗さん(2-2)

佳作(荒川地区) 〇〇〇〇さん(2-1) 佳作〇〇〇〇さん(2-2)

令和4年度薬物乱用防止コンクール標語の部

地区会長賞 〇〇〇〇さん(3-1)    佳作(荒川地区) 〇〇〇〇さん(3-4)

令和4年度荒川区明るい選挙ポスターコンクール

佳作 〇〇〇〇さん(2-4)

入選 〇〇〇〇さん(2-4)

令和4年度「税の標語」

入選 〇〇〇〇さん(2-3)

≪バスケットボール部≫
荒川区秋季新人大会 優勝 都大会出場
バスケットボール部男子

荒川区秋季新人大会 第３位
バスケットボール部女子
荒川区秋季新人大会優秀選手賞
中台空希さん(2-1)、〇〇〇〇さん(2-2)、〇〇〇〇さん(2-4)

荒川区１年生大会 準優勝
バレーボール部１年生

≪バレーボール部≫

ご存じのとおり、アメリカのＭＬＢ（メジャーリーグベースボール）で大活躍中の大谷翔平選手は、もは
や世界的な大スターとして世界中から注目されています。ＭＬＢという野球の最高峰の舞台で投打の二
刀流としてハイレベルな活躍を見せているためです。

実は私自身、大の大谷ファンであり、大谷マニア（自称）でもあります。そのずば抜けた身体能力によ
る突出したパフォーマンスが注目と賞賛の的となったわけですが、注目と賞賛の理由はそれだけではあ
りません。彼の紳士的で思いやりのある振る舞い、不屈の精神力と尽きない向上心、などなど彼の人柄
や人間性にも注目が集まっています。私も彼の素晴らしい人間性に注目し、ご両親からどのように育て
られ、野球選手としてどのような指導を受けてきたか、さらにはどんな愛読書が彼の考え方に影響を与え
たのかといった、大谷選手に関する情報を集めたりもしました。いろいろな情報を集めてみると、彼の最
大の魅力は『品格』であるという意見も良く見聞きします。

本校では長期休業に入る際、落としてはいけ
ない３つのものとして、命と学力と品格の話を
します。落としてはいけない品格の話とは
「長期休業中に品格を落とすようなことは
しないように」という指導の話です。

そこで大谷選手のもつ素晴らしい品格に
ついて掘り下げ、品格を落とさないために必要
なことをまとめてみたいと思います。

品格という言葉を調べてみると「その人やその物に感じられる気高さや上品
さのこと」とあります。そして大谷選手のもつ最上級の品格は次の5点に裏付けされているようです。

①清潔な身だしなみ ②ポジティブな言葉ときれいな言葉遣い ③礼儀正しさ
④周囲への優しい気配り ⑤冷静な態度

大谷選手の今までの言動から、確かにうなずけるものばかりです。この品格が彼の絶大な人気につな
がっていることがわかりました。

この5点をいつも意識して生活することによってその人の品格は保たれ、場合によっては１段も２段も
高いものになるのだと思います。

長期休業前に限らず、また生徒だけでなく私たち教職員を含めた大人も、品格を保つ（上げる）ことを
意識したいものです。みんながこの５点を意識できれば南二中の品格が上がるかもしれませんね。

２学年学年合唱「My Own Road]
品格あふれる歌声がアリーナに
こだましました。

バスケットボール部
男子の皆さん

バスケットボール部
女子の皆さん



タコあげ大会

正月の恒例行事として地域の皆さんに親しまれている、南千住地区委員会「新春タコ
あげ大会」が荒川総合スポーツセンター大体育館を会場にして、1月8日(日)に行われ
ました。当日は寒い中、小学生とその保護者の皆さん100名以上が集まり、親子や友人
同士で楽しくタコ作りに取り組みました。その後、スポーツセンターの運動場でタコあげ
が行われ、新年の願いや夢が込められたタコは空高く舞い上り、会場には歓声が溢れ
ました。
南千住二中レスキュー部は、毎年ボランティアとして子どもたちのタコ作りの手伝いを
行っており、今年はスーパーレスキュー部の1、2年生5名が参加し、昨年12月からタコ作
りの絵付けなどの練習を重ねてきました。当日は、体調不良で1名が参加できませんで
したが、参加した4名は協力して、会場設営やタコ作りの補助、会場案内、後片付けな
どの手伝いで大活躍しました。ボランティア参加者の皆さん、お疲れさまでした。

１年生 和太鼓教室

1月19日（水）に、1学年の 「和太鼓教室」が行われました。これは、日本
の伝統文化を音楽を通して学ぶことを目的に毎年開催されているもので、
今年も地元の天王太鼓「つくも会」の方々にご指導いただきました。
各クラスごと1時間の授業では、基本的な姿勢や打ち方の練習からはじ
まり、バチさばきやリズムの取り方、和太鼓のへりを打つ縁打ちなどを学び、
しだいに皆コツをつかんでいきました。練習を重ねるうちに、はじめは遠慮
がちだった音が教室にとどろく力強い音に変わり、表情も打ち方も躍動感
にあふれました。最後には「荒川音頭」の曲に合わせてバチを打ち鳴らし、
広い多目的教室いっぱいに迫力あふれる
太鼓の音が響き渡りました。
つくも会の皆さん、今年もお世話になりま
した。

校内書き初め展
1月11日（水）から31日(火)までの間、各学年のフロアを使って、 「校内書き初め展」が行われました。

書き初めはお正月行事のひとつで、毎年冬休みの課題として取り組んでいます。1年間の抱負やおめで
たい言葉の課題から１つを選び、新年にふさわしい晴れやかな気持ちで書き上げられた作品は、勢いあ
ふれる力強いものばかり。各クラスの国語係と有志たちによって学年のフロアや教室の壁面などに展示さ
れ、国語科の先生方の審査により、金賞、銀賞、銅賞が決まりました。

1月20日から23日まで、町屋文化
センター2階ホールで、
「荒川区立中学校連合展示会」
が開催されました。
南千住第二中からは国語科・
美術科・家庭科・技術科の授業
で作製された作品から優秀な
作品が出品・展示されました。

金賞

銀賞

銅賞

3年生

2年生

1年生

ルワンダ子ども支援募金

南千住二中が加盟する青少年赤十字は、
2022年に100周年を迎え、記念事業として、
“国際理解・親善”を目的に取り組める活動
を実施しています。 JRC委員会では、その
活動に賛同し、 1月18日～20日の3日間に
わたり、委員長の〇〇〇〇さん(2-2)を中
心に、ルワンダの子どもたちを支援するた
めの募金活動を行いました。生徒やご家
族からの協力と善意で集まった募金は、
41,750円に上り、ＪＲＣ委員会によって荒川
南千住五郵便局から日本赤十字社へ送ら
れました。
皆さまのご協力とご支援、ありがとうござい
ました。 手作りの募金箱

郵便局に向かう
JRC委員会の皆さん

１組 ２組

３組 ４組 ５組

地域の皆さまから届いた
年賀状。ありがとうござい
ます！


